
 

小樽商科大学短期留学プログラム規程 

 

（平成１１年３月１９日制定） 

 

 （設置） 

第１条 小樽商科大学（以下「本学」という。）に，小樽商科大学短期留学プログラム（以

下「短期留学プログラム」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 短期留学プログラムは，外国語及び日本語による授業を実施して，外国の大学に在

籍する学生の本学への短期留学を促進することを目的とする。 

 （短期留学コーディネーター等） 

第３条 短期留学プログラムを実施するために，短期留学コーディネーター，短期留学担当

教員及び短期留学協力教員を置く。 

２ 短期留学コーディネーターは，短期留学プログラムを企画・立案し，実施する。 

３ 短期留学担当教員は，短期留学コーディネーターを補佐し，国際交流科目を担当する。 

４ 短期留学協力教員は，短期留学プログラムの実施に協力し，外国語及び日本語による授

業科目を担当する。 

 （在籍期間） 

第４条 短期留学プログラムによる留学生（以下「短期留学生」という。）の在籍期間は，

１年以内とする。 

 （授業科目） 

第５条 短期留学プログラムは，本学において開講される国際交流科目及び学部教授会の議

を経て学長が定める授業科目によって編成される。 

  (身分） 

第６条 短期留学生の身分は，次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 大学間協定に基づく学生  小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第４７条に

定める特別聴講学生 

(2) 大学間協定に基づかない学生  学則第４５条に定める科目等履修生 

（受入れ人数） 

第７条 短期留学生の受入れ人数は，次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 大学間協定に基づく学生    ２０名程度 

(2) 大学間協定に基づかない学生  若干名 

 （入学の時期） 

第８条 短期留学生の入学の時期は，３月又は９月とする。ただし，特別の事情があると認

められるときは，この限りでない。 

 （事務） 

第９条 短期留学プログラムに関する事務は，学生支援課が行う。 

 （雑則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか，短期留学プログラムに関して必要な事項は，学部

教授会の議を経て，学長が別に定める。 



 

   附 則 

 この規程は，平成１１年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成１９年７月４日から施行する。 

      附 則 

 この規程は，平成２０年１２月３日から施行する。 

      附 則 

 この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 

      附 則 

 この規程は，平成２６年１０月１日から施行する。 

 


